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連
合
は
10
月
10
〜
11
日
、「
私
た

ち
が
未
来
を
変
え
る
〜
安
心
社
会

に
向
け
て
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
結
成
30
周
年
の
節
目
と
な
る

第
16
回
定
期
大
会
を
都
内
で
開
催

し
た
。
向
こ
う
2
年
間
の
運
動
方

針
な
ど
を
確
認
し
た
ほ
か
、
新
役

員
を
選
出
し
た
。

神
津
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
結

成
30
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
連
合
は
1
9
8
9
年
の
結
成
以

来
、
混
迷
す
る
日
本
に
お
い
て
極

端
な
左
右
に
道
を
外
す
こ
と
な

く
、
ブ
レ
ず
に
真
っ
す
ぐ
歩
ん
で

き
た
意
義
は
限
り
な
く
大
き
い
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ

れ
か
ら
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く

だ
ろ
う
が
、大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン『
私

た
ち
が
未
来
を
変
え
る
〜
安
心
社

会
に
向
け
て
〜
』
を
心
に
、
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

新
た
に
確
認
さ
れ
た
「
2
0
2

0
〜
2
0
2
1
年
度
運
動
方
針
」

で
は
、
連
合
が
め
ざ
す
社
会
像
の

実
現
に
向
け
た
新
し
い
連
合
ビ
ジ

ョ
ン
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
│
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
創

り
出
す
」
を
実
践
す
る
た
め
に
、

「
す
べ
て
の
働
く
仲
間
を
ま
も

り
、
つ
な
ぐ
た
め
の
集
団
的
労
使

関
係
の
追
求
と
、
社
会
に
広
が
り

の
あ
る
運
動
の
推
進
」、お
よ
び
、

「
安
心
社
会
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
を
ま
も
り
、
創
り
出
す
運

動
の
推
進
」、「
男
女
平
等
を
は
じ

め
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
た
『
真
の
多
様
性
』
が
根
付

く
職
場
・
社
会
の
実
現
」
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。

国
公
連
合
が
労
働
基
本
権

確
立
へ
支
援
強
化
を
要
請

方
針
論
議
の
中
で
、
国
公
連
合

の
渡
辺
中
央
執
行
委
員
（
全
農

林
）
が
発
言
し
、
公
務
員
の
労
働

基
本
権
確
立
に
つ
い
て
、
国
内
対

策
を
含
め
た
い
っ
そ
う
の
連
携
強

化
を
連
合
に
要
請
し
た
。
相
原
事

務
局
長
か
ら
は
、「
公
務
員
の
労

働
基
本
権
回
復
の
重
要
性
を
多
く

の
皆
さ
ん
に
提
起
し
、
来
年
の
Ｉ

Ｌ
Ｏ
総
会
も
視
座
に
入
れ
て
取
り

組
む
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

役
員
に
は
神
津
会
長
、
相
原
事

務
局
長
ら
を
選
出
し
、
国
公
連
合

か
ら
は
中
央
執
行
委
員
に
柴
山
委

員
長
と
井
上
特
別
中
央
執
行
委
員

が
再
任
さ
れ
た
。

大
会
は
最
後
に
「
連
合
は
、
結

成
30
周
年
を
迎
え
た
。
私
た
ち

は
、
本
大
会
を
意
義
あ
る
節
目
と

捉
え
、
多
く
の
働
く
仲
間
の
確
か

な
未
来
を
拓
く
た
め
、
力
強
く
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
く
」

こ
と
な
ど
を
掲
げ
た
大
会
宣
言
を

満
場
一
致
で
採
択
し
、
閉
幕
し

た
。

向こう2年間の運動方針を確認した

連合結成30周年 第16回定期大会

私たちが未来を変える
～安心社会に向けて～

議
長
団
に
漢
那
代
議
員
（
全
駐

労
）
と
橋
本
代
議
員
（
全
財
務
）

を
選
出
し
て
進
め
ら
れ
た
。

柴
山
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
相
次
ぐ
災
害
か
ら
の
復
興
・
再

生
と
併
せ
、
被
災
地
・
被
災
者
に

寄
り
添
う
支
援
を
継
続
す
る
」
と

述
べ
た
上
で
、
当
面
の
重
点
課
題

に
つ
い
て
「
給
与
法
等
改
正
法
案

の
早
期
成
立
と
定
年
引
上
げ
法
案

の
早
期
国
会
提
出
に
向
け
た
取
組

を
強
化
す
る
」
と
表
明
。
さ
ら
に

労
働
条
件
改
善
の
課
題
と
し
て
、

超
過
勤
務
縮
減
等
の
働
き
方
改

革
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
、
障
害
者
雇
用
促
進
、
高

額
赴
任
旅
費
の
解
消
等
を
あ
げ
、

「
国
公
連
合
の
主
体
的
課
題
と
し

て
取
り
組
み
、
実
効
性
の
あ
る
対

策
と
環
境
整
備
を
追
求
す
る
」
と

し
、
労
働
基
本
権
確
立
に
向
け
て

は
、「
連
合
へ
さ
ら
な
る
支
援
要

請
を
行
い
、
公
務
労
協
内
で
主
体

的
な
役
割
を
果
た
す
」
と
述
べ

た
。
最
後
に
組
織
強
化
に
つ
い

て
、「
産
別
機
能
を
発
揮
し
て
各

構
成
組
織
や
組
合
員
の
期
待
に
応

え
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
実
感

で
き
る
組
織
を
構
築
す
る
た
め
に

奮
闘
す
る
」
と
決
意
表
明
し
た
。

ご
来
賓
の
相
原
康
伸
連
合
事
務

局
長
か
ら
「
働
く
上
で
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
労
使
で
決
定
し
、
よ

り
や
り
が
い
の
あ
る
働
き
方
を
つ

く
っ
て
い
く
の
は
労
働
者
の
権
利

で
あ
る
。
公
務
員
の
労
働
基
本
権

を
は
じ
め
と
し
た
権
利
回
復
に
向

け
て
、
連
合
と
し
て
多
く
の
力
を

割
い
て
い
く
決
意
を
伝
え
た
い
。

皆
さ
ん
方
と
意
見
交
換
し
な
が
ら

一
歩
で
も
前
進
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
」、
吉
澤
伸
夫
公
務

労
協
事
務
局
長
か
ら
「
6
年
連
続

の
賃
上
げ
に
向
け
た
給
与
法
等
改

正
法
案
を
早
期
に
成
立
さ
せ
る
こ

と
が
当
面
の
最
大
課
題
で
あ
る
。

政
治
闘
争
に
巻
き
込
ま
せ
な
い
観

点
か
ら
与
野
党
対
策
に
全
力
を
挙

げ
る
。
定
年
引
上
げ
法
案
の
早
期

国
会
提
出
に
向
け
て
、
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
最
善
の
努
力
を
行
う
」
と
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
4
人
の
代
議

員
か
ら
独
法
等
の
賃
金
闘
争
、
超

勤
縮
減
、
各
構
成
組
織
間
の
交
流

促
進
、
組
織
の
拡
大
・
強
化
、
平

和
の
取
組
等
の
課
題
に
つ
い
て
質

問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
荘
司
書
記

長
が
執
行
部
見
解
を
述
べ
た
。（
次

面
に
概
要
）

全
議
案
を
満
場
一
致
で
承
認

議
案
採
決
で
は
、「
2
0
1
9

年
度
運
動
方
針
」「
同
予
算
」
等

す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
承

認
し
た
。
役
員
選
挙
で
は
全
員
が

信
任
さ
れ
た
。

大
会
宣
言
で
「
結
成
30
周
年
を

迎
え
る
連
合
の
産
別
組
織
と
し

て
、
ま
た
公
務
労
協
の
中
核
組
織

と
し
て
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
諸

課
題
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
確
認

し
て
閉
会
し
た
。

な
お
同
日
、
国
公
ユ
ニ
オ
ン
定

期
大
会
と
非
現
業
国
家
公
務
員
部

会
総
会
を
開
催
し
、
活
動
方
針
な

ど
を
決
定
し
た
。

①
2
0
1
9
年
度
運
動
方
針
等
に
つ
い
て
熱
心
な
討
論
を
行
っ
た
②
中
央
・
地
方

一
体
と
な
っ
て
運
動
を
進
め
る
こ
と
を
意
思
統
一
③
あ
い
さ
つ
す
る
柴
山
委
員
長

④
議
長
団
の
漢
那
代
議
員
（
全
駐
労
・
左
）
と
橋
本
代
議
員
（
全
財
務
）

新ビジョン実現へ力強くスタート

第19回定期大会

良
質
な
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
に
向
け

環
境
整
備
と
組
織
の
拡
大
・
強
化
を
進
め
よ
う

国
公
連
合
は
10
月
8
日
、
都
内
で
第
19
回
定
期
大
会
を
開
き
、
良
質
な

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
勤
務
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
組
織
の
拡
大
・
強
化
に
よ
っ
て
国
公
連
合
運
動
の
発
展
を
め
ざ
す

新
年
度
の
運
動
方
針
を
確
立
し
た
。

①

②
10
月
18
日
、
2
0
1
9
連
合
中

央
女
性
集
会
が
都
内
で
開
催
さ
れ

た
。
午
後
1
時
か
ら
始
ま
っ
た
集

会
に
は
全
国
の
構
成
組
織
・
地
方

連
合
会
か
ら
8
2
6
名
が
集
ま

り
、
国
公
連
合
か
ら
は
57
名
が
参

加
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
相

原
事
務
局
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
次
い
で
、
井
上
総
合
政
策
推

進
局
総
合
局
長
（
国
公
連
合
特
別

中
執
）は
、取
組
の
経
過
と
現
状
、

さ
ら
に
は
2
0
2
0
〜
21
年
度
連

合
の
運
動
方
針
か
ら
3
つ
の
重
点

分
野
の
な
か
で
「
男
女
平
等
を
は

じ
め
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
尊

重
さ
れ
た
『
真
の
多
様
性
』
が
根

付
く
職
場
・
社
会
の
実
現
を
挙
げ

取
組
を
強
め
る
こ
と
。そ
し
て『
連

合
第
4
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計

画
』
の
達
成
に
向
け
て
、
残
り
1

年
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
よ

う
！
」
と
力
強
い
基
調
提
起
を
行

っ
た
。

大
沢
真
知
子
日
本
女
子
大
学
教

授
の
基
調
講
演
は
、「
な
ぜ
女
性

管
理
職
は
少
な
い
の
か
」
と
題

し
、
両
立
支
援
策
の
充
実
は
、
女

性
の
勤
続
年
数
を
伸
ば
す
が
、
昇

進
意
欲
に
は
結
び
つ
か
な
い
こ
と

や
男
女
と
も
昇
進
意
欲
は
高
く
な

い
こ
と
、
長
時
間
労
働
で
き
な
い

労
働
者
を
フ
ル
メ
ン
バ
ー
と
み
な

さ
な
い
な
ど
、
デ
ー
タ
を
も
と
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
、
こ
れ
か
ら

は
、
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
で
は
な
く
、
ど
ち
ら

も
人
生
の
一
部
と
し
て
「
ワ
ー
ク

・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
が
重
要
と
の
示
唆
に
富
む
話

が
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、「
私
ら
し
く
、
あ
な
た
ら
し

く
、全
員
活
躍
！
」を
テ
ー
マ
に
、

大
沢
教
授
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
相
原
連
合
事
務

局
長
、
岡
本
直
美
連
合
顧
問
、
西

田
一
美
連
合
奈
良
会
長
、
菊
池
る

み
全
自
交
労
連
東
洋
交
通
労
組
執

行
委
員
長
が
登
壇
し
、
上
に
立
つ

女
性
の
や
り
が
い
や
苦
労
に
焦
点

を
あ
て
、
会
場
の
女
性
活
動
家
た

ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

集
会
の
終
了
は
午
後
5
時
30
分

で
、
こ
れ
ま
で
の
連
合
女
性
集
会

で
最
も
短
時
間
の
集
会
と
な
っ
た

が
、
中
身
は
非
常
に
充
実
し
た
半

日
だ
っ
た
。

終
了
後
は
「
国
公
連
合
参
加
者

交
流
会
」
が
開
か
れ
、
組
織
間
の

相
互
理
解
を
深
め
た
。

2
0
1
9
連
合
中
央
女
性
集
会

私
ら
し
く
、あ
な
た
ら
し
く
、全
員
活
躍
！

連
合
第
4
次
男
女
平
等
参
画
計
画
の
達
成
に
向
け
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
会
場
の

女
性
活
動
家
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た

④ ③

発言する渡辺
中央執行委員

基調提起する井
上総合政策推進
局総合局長

数
年
ぶ
り
に
国
公
連
合
中
執
と
し

て
戻
り
、
大
会
に
参
加
し
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
運
動
方
針
や
各
取
組
が

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
見
え
る
化
に
な
り
、
本

気
度
が
伝
わ
っ
た
。
問
題
は
、
現
場

組
合
員
と
一
体
と
な
っ
て
歩
み
を
止

め
ず
に
活
動
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ

れ
が
疎
か
に
な
る
と
執
行
部
と
組
合

員
の
考
え
方
に
乖
離
が
生
じ
、
最
後

は
組
合
離
れ
に
繋
が
る
▼
組
織
拡
大

は
最
重
点
取
組
事
項
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
猪
突
猛
進
で
行
っ
て
き
た
が
、

冷
静
に
分
析
し
、
多
角
的
に
考
え
な

が
ら
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
？
そ
の
考
え
を
後
押
し

す
る
一
言
が
大
会
で
あ
っ
た
。「
傍

観
者
効
果
」
で
あ
る
▼
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
組
合
の
大
切
さ
、
必
要
性
は

耳
に
す
る
し
、
当
局
や
非
組
合
員
で

さ
え
発
言
し
て
い
る
。
一
方
、
様
々

な
理
由
を
用
意
し
て
加
入
し
な
い

者
、
傍
観
す
る
者
も
居
る
の
が
現
実

で
あ
り
、
現
場
役
員
は
疲
弊
し
、
悩

み
、
思
考
の
迷
路
に
落
ち
る
こ
と
も

あ
る
▼
組
合
の
基
本
理
念
や
考
え
方

は
堅
持
し
つ
つ
、
発
想
の
転
換
、
柔

軟
な
思
考
は
常
に
併
せ
持
つ
こ
と
も

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
積
み
重

ね
が
今
後
の
組
合
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
定
期
大
会
で
あ
っ

た
▼
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
し
、
改
め

て
、
こ
の
思
い
を
忘
れ
ず
に
更
な
る

発
展
を
目
指
し
て
歩
み
を
止
め
ず
に

進
み
た
い
と
思
う
。

【
お
く
】

【
〜
こ
れ
か
ら
〜
】

愛のカンパ金 募集
「連合愛のカンパ」は、人道主義の立場から「自
由、平等、公正で平和な世界の実現」に向け、社
会貢献活動として取り組むものであり、NGO・
NPO団体等の事業・プログラムへの支援を行っ
ています。皆様のご協力をお願いいたします。
取組期間：2020年1月まで
※詳しくは各組合へお問い合わせ下さい。

副
委
員
長
回
覧
板

２０１９年１０月２５日 第53号（４）国 公 連 合（１）２０１９年１０月２５日 第53号国 公 連 合



水野代議員
（政労連）

上山代議員
（全開発）

銘苅代議員
（沖縄国公労）

久積代議員
（沖縄国公労）

答弁する
荘司書記長

質
問
・
意
見

組
織
間
交
流
の
活
性
化
で
活
動
強
化
を

私
の
出
身
で
あ
る
原
子
力
ユ
ニ

オ
ン
の
組
合
員
が
属
す
る
原
子
力

機
構
は
、
日
本
の
原
子
力
の
総
合

研
究
開
発
機
関
と
し
て
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
原
子
力
の
基
礎
研

究
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
係
る
研

究
開
発
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
近

年
、
機
構
と
組
合
員
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
状

況
に
お
い
て
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
向
上
と
優
秀
な
人
材
確

保
に
資
す
る
た
め
賃
金
交
渉
を
行

い
、
有
資
格
者
に
対
す
る
手
当
な

ど
独
自
の
要
求
も
行
っ
て
い
る
。

政
労
連
傘
下
の
各
単
組
で
の
交

渉
で
は
、
多
く
の
独
立
行
政
法
人

等
に
お
い
て
春
闘
段
階
で
具
体
的

な
回
答
を
引
き
出
す
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
財
務
当
局
や
所
管
省
庁

の
縛
り
が
強
く
な
る
一
方
で
、
各

法
人
理
事
者
に
十
分
な
裁
量
権
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
法
人

側
は
国
公
準
拠
の
姿
勢
を
強
め
て

お
り
、
人
勧
の
取
り
扱
い
が
決
定

さ
れ
る
ま
で
賃
金
交
渉
が
進
ま
な

い
の
が
現
状
だ
。
本
来
は
自
律
的

労
使
関
係
に
お
い
て
決
着
が
図
ら

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
政
労
連
全
体

と
し
て
早
期
決
着
を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

今
後
も
国
公
連
合
、
連
合
、
公

務
労
協
、
国
公
関
係
部
会
等
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
国
民
、
利

用
者
の
た
め
の
事
業
確
立
と
働
く

者
の
雇
用
と
生
活
確
保
、
働
く
者

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

昨
年
の
国
公
連
合
北
海
道
の
定

期
大
会
で
、
全
開
発
の
独
立
行
政

法
人
の
代
議
員
か
ら
の
発
言
を
き

っ
か
け
に
、
全
農
林
と
の
間
で
労

働
諸
条
件
を
勉
強
し
合
う
意
見
交

換
会
が
実
現
し
た
。
こ
の
取
組
の

成
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
さ
ら
に

他
の
構
成
組
織
と
の
交
流
を
進
め

て
い
き
た
い
。

独
法
に
お
い
て
直
面
し
て
い
る

課
題
と
し
て
、
時
間
単
位
年
休
の

取
得
日
数
の
拡
大
を
求
め
て
い

る
。
国
公
連
合
の
考
え
や
他
組
織

の
取
組
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

非
現
業
に
お
い
て
も
各
構
成
組

織
が
抱
え
る
課
題
や
要
求
が
あ
る

と
思
う
。
全
開
発
の
一
番
の
組
織

的
課
題
は
脱
退
・
未
加
入
問
題
で

あ
り
、
要
求
課
題
は
超
過
勤
務
縮

減
問
題
だ
。
と
く
に
本
年
4
月
か

ら
の
超
過
勤
務
時
間
の
上
限
規
制

導
入
以
降
、
組
合
員
の
生
の
声
と

し
て
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
実
態
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う

し
た
課
題
に
つ
い
て
組
織
間
で
交

流
し
な
が
ら
、
次
の
取
組
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
活
動
強
化
に
つ

な
が
り
、
さ
ら
に
は
国
公
連
合
や

労
働
運
動
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
る
。
独
法
、
非
現
業

問
わ
ず
各
構
成
組
織
間
の
活
発
な

交
流
を
期
待
し
た
い
。

独
法
等
に
お
け
る
時
間
単
位
年

休
の
取
得
日
数
を
制
限
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
組
合

員
の
取
得
実
態
か
ら
は
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い

る
。
組
合
員
の
不
利
益
に
な
る
労

働
協
約
の
改
正
に
は
と
も
に
反
対

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
関
係
組
合

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

超
過
勤
務
の
課
題
だ
が
、
定
員

削
減
が
継
続
さ
れ
て
い
る
中
で
、

業
務
量
は
減
ら
な
い
一
方
で
人
は

減
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
超
勤
だ

け
を
縮
減
し
ろ
と
い
う
の
は
絶
対

に
無
理
な
話
だ
。
新
た
な
5
年
間

の
定
員
削
減
計
画
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
各
構
成
組
織
と

一
緒
に
な
っ
て
国
公
連
合
を
あ
げ

て
食
い
止
め
る
取
組
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
内
閣
人
事
局
が

厳
密
な
超
過
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
現
場
の
声
を
反
映
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
に
国
公
連
合
と

し
て
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。組

織
化
、
組
織
拡
大
が
喫
緊
か

つ
深
刻
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

昼
休
み
時
間
も
朝
も
夕
方
も
業
務

で
机
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
状
況
の

中
で
、
職
場
役
員
が
職
場
懇
談
会

を
呼
び
か
け
て
も
な
か
な
か
組
合

員
に
参
加
し
て
も
ら
え
ず
、
職
場

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
も
改
善
に

向
け
た
意
見
交
換
の
場
も
持
て
な

い
状
況
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
国
公
連
合
の
仲
間
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
組
織
課
題

を
共
有
し
て
、
今
後
の
取
組
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
各
構
成
組
織
の
組
織
拡
大
・

強
化
の
取
組
に
つ
い
て
ぜ
ひ
交

流
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

沖
縄
に
は
狭
い
面
積
に
米
軍
基

地
が
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
る
中

で
、
中
国
の
脅
威
と
か
い
い
な
が

ら
自
衛
隊
基
地
が
先
島
、
宮
古
、

石
垣
、
鹿
児
島
の
奄
美
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
国
を
守
る
の
は
当
然

の
こ
と
だ
が
、
武
器
を
も
っ
て
皆

さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
沖
縄
で
は
戦
争
で
軍
が
来
た

か
ら
攻
撃
さ
れ
、
20
万
人
余
り
の

民
間
人
が
死
ん
で
い
る
。
平
和
は

軍
備
力
で
は
な
く
政
治
力
、
外
交

力
で
や
る
べ
き
だ
。
労
働
組
合
と

し
て
平
和
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
、
子
供
た
ち
や
孫
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
、
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

2020年度級別定数改定要求書を人事院へ提出

第19回
定期大会
討論

書
記
長
ク
ラ
ス
交
渉
の
様
子
。
要
求

書
を
手
交
す
る
荘
司
書
記
長
（
左
）

と
人
事
院
の
練
合
職
員
団
体
審
議
官

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、労
苦
に
報
い
る
処
遇
改
善
を

国公連合は9月26日、人事院に対
して2020年度の級別定数改定等を求
め、書記長クラスによる要求書提出
交渉を実施した。
荘司書記長が練合職員団体審議官
に要求書を提出し、「各構成組織が
横断的に共有できる項目に沿った形
で要求書をとりまとめた。また、各
構成組織から職場の現状や要求につ
いて述べるので、現時点での考え方
などを伺いたい」と要請した。
各構成組織からの個別要求の説明
を受けて練合審議官は、「皆さんの
要望は承った。本年も予算編成のス
ケジュールに沿って、各府省から実
情や職務の変化、組織・定員等の動

向を聞き、職員団体の要望等も伺い
ながら作業を進めていく。各ポスト
の職務・職責の変化を級別標準職務
表を物差しとして適切に評価すると
いう基本スタンスに変わりはない
が、今後、個別の会見を通じて、よ
り詳細な意見・要望を伺ってまいり
たい」との見解を示した。
最後に荘司書記長が、「職員の労
苦に少しでも報いるにはポストや級
別定数が足りない。今後の各構成組
織や地方ブロックからの現場の声に
十分に耳を傾けて作業に反映してい
ただきたい。しかるべき時期に委員
長クラス交渉を行うので対応願いた
い」と要請して交渉を終えた。

執
行
部
見
解

組
織
拡
大
・
強
化
委
員
会
の
検
討
深
め
る

■
独
法
賃
金
闘
争
等

政
労
連
の
抱
え
る
現
状
の
課

題
、
原
子
力
発
電
の
関
係
に
つ
い

て
も
機
関
会
議
の
場
で
報
告
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
独
立
行
政

法
人
等
の
賃
金
闘
争
に
つ
い
て

は
、
各
法
人
当
局
が
国
公
準
拠
の

姿
勢
を
強
め
て
い
る
こ
と
か
ら
賃

金
交
渉
が
な
か
な
か
前
進
し
て
い

な
い
現
状
に
つ
い
て
議
案
書
の
中

に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
機

関
会
議
の
中
で
も
課
題
を
共
有
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
給
与

法
等
改
正
法
案
に
つ
い
て
は
、
独

法
や
駐
留
軍
の
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
給
与
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
早

期
決
着
を
求
め
て
い
く
。

原
子
力
ユ
ニ
オ
ン
が
抱
え
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、

交
流
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
来
年
、
公
務
労
協

国
公
関
係
部
会
と
し
て
職
場
視
察

を
予
定
し
て
お
り
、
国
公
連
合
か

ら
も
積
極
的
に
参
加
し
て
ま
い
り

た
い
。

■
組
織
間
交
流
、拡
大
・
強
化

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
構
成

組
織
間
の
意
見
交
換
、
交
流
を
図

っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た

い
。
各
構
成
組
織
間
の
交
流
も
国

公
連
合
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
の
で
、
各
地
域
段
階

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図
っ
て

い
た
だ
き
、
よ
り
強
固
な
取
組
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

組
織
拡
大
・
強
化
に
つ
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
を
行

い
た
い
と
の
発
言
を
い
た
だ
い

た
。
来
年
度
は
国
公
連
合
の
中
に

組
織
拡
大
・
強
化
委
員
会
を
設
置

し
、
そ
の
中
で
組
織
課
題
の
現
状

や
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て

い
き
た
い
。
メ
ン
バ
ー
に
は
通
常

の
企
画
委
員
会
に
全
開
発
と
沖
縄

国
公
労
の
書
記
長
に
加
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
う
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
こ
の
場
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
労
働
組
合
と

し
て
の
発
信
の
み
な
ら
ず
、
組
合

員
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
も
非

常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
組
織
拡
大
・
強
化
の
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

■
独
法
等
の
時
間
単
位
年
休

独
法
等
に
お
け
る
時
間
単
位
年

休
の
取
得
日
数
問
題
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
労
働
基
準
法

改
正
に
よ
っ
て
、
民
間
で
は
そ
れ

ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時

間
単
位
年
休
に
つ
い
て
、
年
間
5

日
を
上
限
と
し
て
付
与
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
労
使
間
協
議
で
決

め
た
時
間
単
位
年
休
の
日
数
を
制

限
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と
も
把
握

で
き
た
。
公
務
職
場
に
お
い
て

は
、
時
間
単
位
年
休
の
全
日
数
取

得
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
扱
い

を
変
更
し
て
取
得
日
数
を
制
限
す

る
こ
と
の
問
題
点
や
弊
害
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
訴
え
て
い

き
た
い
。

■
超
勤
縮
減
、
定
員
確
保

各
構
成
組
織
の
現
場
か
ら
今
年

4
月
の
超
勤
時
間
の
上
限
規
制
導

入
以
降
の
状
況
の
報
告
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
職
場
の
管
理
職
が
勤

務
時
間
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
お

ら
ず
、
職
員
が
目
の
前
の
仕
事
を

い
か
に
こ
な
す
か
が
最
優
先
に
な

っ
て
お
り
、
職
員
の
勤
勉
さ
に
甘

え
て
い
る
当
局
の
体
質
が
非
常
に

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
職
場
実
態

と
意
識
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
か

な
い
と
課
題
解
決
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
上
限
規
制
導
入
以
降

の
超
過
勤
務
の
中
身
や
、
裏
に
隠

れ
て
表
に
出
な
い
超
過
勤
務
の
実

態
な
ど
も
訴
え
て
い
か
な
い
と
、

本
質
的
な
長
時
間
労
働
の
是
正
に

は
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
。
現
場

段
階
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
点
検
が
必

要
で
あ
る
し
、
諸
課
題
の
報
告
を

上
げ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
中
央

で
は
政
府
、
人
事
院
に
必
要
な
申

し
入
れ
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
人
員
が
不
足
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
さ
ら
に
今
後
5
年
間

の
定
員
削
減
計
画
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
公
務
全
体
の
課
題
に
な
っ

て
く
る
の
で
、
国
公
連
合
と
し
て

も
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

■
平
和
の
取
組

平
和
問
題
な
ど
連
合
の
中
で
二

極
化
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
、
国
公
連
合
と
し
て
は

相
互
理
解
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
を
議
案
書
に
記
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
国
際
公
務
労
連
）
の
国

際
会
合
で
も
、
自
国
が
戦
争
状
態

だ
っ
た
り
、
労
働
運
動
を
す
る
だ

け
で
弾
圧
、
暴
力
、
殺
害
が
行
わ

れ
て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
平
和
な
世
界
が
あ
っ
て
こ
そ

の
労
働
運
動
で
あ
る
と
思
う
の

で
、
平
和
問
題
に
つ
い
て
も
相
互

理
解
を
深
め
な
が
ら
協
力
で
き
る

こ
と
を
話
し
合
い
、
国
公
連
合
と

し
て
共
通
し
て
取
り
組
め
る
課
題

に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

国公連合男女平等参画推進委員会が人事院交渉

男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
交
渉
の

様
子
。
要
求
書
を
手
交
す
る
久
保
委

員
長（
左
）と
人
事
院
の
好
岡
参
事
官

両
立
支
援
制
度
と
職
場
環
境
の
一
体
的
な
改
善
を

国公連合男女平等参画推進委員会
は10月8日、両立支援制度と職場環
境の改善等をもとめて、人事院交渉
を実施した。
久保委員長が好岡職員福祉局・給
与局参事官に要求書を提出し、要求
項目を説明した。項目の柱は、①女
性職員の採用拡大、登用推進、②ワ
ーク・ライフ・バランスが図られる
職場環境確立、③男女が生涯健康で
働き続けられる施策拡充、④あらゆ
るハラスメントの根絶、の4点。
各構成組織の参加者からは、不妊
治療休暇新設、育児・介護等支援制
度の拡充、勤務時間管理の適正化、
定員管理の弾力化、国会質問の早期

通告などの意見・要望を行った。
好岡参事官は「男女平等参画推進

のテーマで生の声を聞かせていただ
けることは有意義」とした上で、①
女性職員の人材確保、登用に向けて
支援していく、②超勤上限規制につ
いて必要に応じて各府省を指導す
る、③休暇の改善、新設は引き続き
要望として受け取る、④新たなパワ
ハラ防止対策などハラスメント防止
の取組を進める、などと回答した。
最後に久保委員長が「引き続き交

渉・協議、意見交換の場を設けて職
場・職員の声に耳を傾け、制度改正
等に反映していただきたい」と要請
して交渉を終えた。
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